
団体名　　老人クラブ連合会

要望、意見内容

　１月１０日、町内で外国人が絡んだ交通死亡事故が起きました。事故現場に注意喚起の看板設

置は当然のことながら、この際、町内全域を再点検し、危険な場所に注意喚起看板の計画的設置

を要望する。

　今回の議会懇談会の団体との懇談は良いシステムだと思う。参加者の意見を受け止め、次につ

なげていくことが大切だと思う。

　議会懇談会は、まちづくりに対するテーマを議会で優先順位を定め、町民の声を聞き、議会で

の提案を行っていくべきと考える。

除排雪について

（1） 除雪を終えた後に、大きな雪の塊を置いていかれる。高齢者にとって重くてかたい雪の塊

を片付けるのは大変である。町として自宅間口の除雪対応をお願いしたい。

（2） 町道除雪についての町民の声や要望等の受付先を明確にし、町民に周知してほしい。また

除排雪作業の優先順位や作業方法等についても町民へ明示してほしい。

（3）議会質疑の中で、住民の困りごとや不満に対応するとの答弁があった。住民会長・町内会長

等から町に要望をあげることが大事である。

町に要望をあげる際の要望書作成など手続きのサポートなどを町に対応してほしい。

(１) 除雪の出動は、出動基準の中の一日の積雪深ではなく、日ごとの積雪深に合わせた作業の実

施を願う。また、作業実施後の点検を役場職員により確認願いたい。

（2）高齢者の運転免許証の返納に当たっての申請手続き・方法等について定期的に町広報誌に掲

載願いたい。また予約型乗合タクシーの申請方法や利用方法等についても同様に願う。

「泥流地帯」映画化について

（1）映画製作会社の映画づくりについての動きはどのようになっているのか。

（2）泥流地帯の映画を進める会を任意に団体をつくり映画化を進めてきたが、急に町が出てきて

ロケツーリズムで町を盛り上げようということが町広報に掲載されていた。進める会の目的・性

格等はどのようになっているのか。

（3）映画をつくることが目的ではなく町を活性化させることが目的だと思う。ＣＧを町民が見ら

れないことも理解できないし、監視役の議会が機能していなかったのではないか。

（4）三浦綾子生誕１００年は昨年で、一年ずれてきている。一度踏みとどまり振り返るべきでは

ないか。

（5）今後、映画を進める会も新体制で映画化をすすめていくとのことだが、町は誰が決定権を

持っているのか。

（6）町民と一体となって映画を作り上げていくことが大事である。これは映画化に係わらず話し

合いをし、振り返って深堀をすることを続けていくべきである。

（7）映画の関係は乗った船なのでポジティブに考えるべきで理事者や議員の考え通り突き進んで

いただきたい。

　少子高齢社会、自衛隊の削減等により１万人を割ってしまう。人口減少に伴いますます高齢者

の占める割合が高くなることが予想されることから「高齢者福祉対策」が重要課題であると考え

る。

　９８歳の母を介護しているが、デイサービスやおむつ代などにお金が必要。毎日、洗濯などに

追われ葛藤している。



団体名　　建築士会上富良野支部

要望、意見内容

　町のインフラ整備の中で道路とか、上下水道関係については計画に基づき進められているが、

建物については公営住宅の施設の修理、改修などが主で、新設、改修などの計画について聞きた

い。

　町立病院などのインフラ整備は必要だが、地元の建設会社としては住民の生活を支える公営住

宅や、省エネ対策、断熱性能を高め見栄えのするデザインの建物を建築していきたいと考えてい

る。

  町は、省エネ対策に適合した建物を建築するための長期的な計画、ビジョンの整備を進めてほし

い。

　議会懇談会での成果が町づくりに反映されているか疑問である。参加者は真剣に考えて意見や

想いをぶつけている。ただのアピールの場にならないよう行政の方に結果を報告し町づくりに反

映させてもらいたい。

　建築関係は、資材の高騰などで仕事が減少し、また人口減少、自衛隊員の縮小など死活問題で

ある。当麻町や中富良野町など他町村のようにリフォーム補助の施策を町・議会をあげて実現し

てほしい。その際地元業者に有利で、優先的に請け負えるような施策を望む。

　上富良野町には特色あるものがなく自衛隊オンリーである。観光面においても美瑛町、中富良

野町、富良野市は注目されるが、本町の注目度は低いと思う。

今後は交流人口を増やすことを考えるべきである。農産物や飲食店などメディア等を活用しＰＲ

することに取り組むべきである。

　自治基本条例に基づき町の運営が行われている。町には総合計画、観光振興計画など数多くの

計画があるが、計画の実行がなされていない。プロジェクトチーム等を立ち上げ計画を実行に移

すことが重要であり、町を豊かに、住みよい町づくりにつながると思う。

　素晴らしい景観の十勝岳連峰があるが、映像などの紹介では上富良野として扱われないことが

多い。

　町の特色は自らつくるべきと考えるので、建物の屋根や壁などのデザインを統一し、街並みを

上から見せる景観づくりに取り組んではどうか。

　「子ども未来補助金」等を活用し、子育て世代向けの事業に上富良野町が先進として取り組ん

でみてはどうか。

　移住お試し住宅は教員住宅の時はぼろぼろでひどい状況だった。今後、木造のモデルハウス等

を置いてみてはどうか。

 町には１級建築士がたくさんいるので、町発注の設計業務にも参加することができないか。

　映画化については、住民には情報がほとんど無い。本当の意味での協働のまちづくりができて

いないと思う。

　世界の情勢は混沌としている。ロシア、ウクライナ、中国のことやそれに伴って資材や原油の

高騰等が起きている。危機感を持たなくて良いのか。上富良野町には弾薬庫もあるが危険はない

のか。

　弾薬庫があるということで危ないんでないかという負のイメージがあると思う。防衛に関する

ことなど定住者、町民に向けて何かしらの対策を考えなければならないと思う。

　建築士として実際の仕事に係わるのがリフォーム資金。上限２０万円だが、例えば１００万円

にした時の財源などはどうなるのか。予算措置をしてもらいたい。

　団体が主催して行う各イベントに対し町は補助金の協力を行ってくれているが、どこの団体も

人が少ない。町職員にも協力してもらいたいと思うが、現状は一歩引いているように見受けられ

る。

   また、町自らが、町を盛り上げるイベントなどの開催を行ってほしい。


